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要 約

本研究の目的は､ベトナムの長期経済統計整備の一環として､1988年以前のMP

S方式の諸指標をSNA方式のものに直し､89年以降のSNAベ-スのデータに接続で

きるようにしてSNA方式の長期マクロ経済統計を推計することにある0本研究の第1段

階としての本稿は､南北か再統一した1976年にさかのぼって20年間のデータを整備

した｡また､SNAベースの諸指牒だけでなく､人口､労働力､主要商品の生産 ･輸出･

輸入などの関連データも合わせて収集 ･整理した｡

このように本稿では､1976年以降のベトナムの長期経済統計の主要指標が整備で

きたのであるoベトナムに関するSNAベースのこのような長期統計が整備できたのがベ

トナム内外において初めてである.資料の制約があるため､いくつかの重要な前提条件が

付いた推計ではあるが､現段階において利用可能な資料か最大限利用されたと思われる｡

2O近くに上る長期系列の各表から主要な発展指標をピックアップしてその変化 トレ

ンドを見ると､本推計の結果はこれまでのMPSベースのデータや各種の断片的な情報が

示したベトナム経済のパーフォマンスとほほ一致しているD



(A)解説

1.はじめに

ベ トナムは1993年より国連の経済統計の体系である国民迷路計算システム (SN

A)の整備を始めた (1992年 12月25日付けの83/rlvrg号の苫相決定に基づく)v

1992坤以前､ベ トナムは物的LJl産システム (MPS方式)に基づいて国民経済の各総

合指標､例えば国民収入､社会総LJi産などを舞出していたか､後に見られるように､それ

らは特殊な概念であるし､行政､教育､文化､医療などの分野に従事する人の活動の結果

は引算の対象にされていなかった｡いうまでもなく､この算Lli方法では市場鐘拓のシステ

ム梢進と動きを把握できないし､一部の国を除いたLu界各国の統計や国際機関のデ-タと

比較できないO.このため､上述のように1993年からベ トナムの統計総局は国連のSN

A方式に基づいて 1989年に測ってマクロ,%済諸指標､例えばC上)P､GNP､貯蓄､

最終消柴支LLl､中間消費などを算出し､発裳してきているo (往)

往)統計総局 (TollgCucThong1(e)は計画投資省に付属し､各種の統計を収集 ･

分析 ･発表している｡

本研究のET的は､1988年以前のMPS方式の諸括僧をSNA方式のものに換算し､

89年以降のSNAベースのデータに接続できるようにしてSNA方式のベ トナム長期

経済統計を推計することにある｡今回 (本研究の第 1段階)は､南北か再統一した197

6年にさかのぼって2O年間のデータを盤備したbなお､SNAベースの諸指傾だけでな

く､人rl､労働力､主要商.,E]Rの生産 ･輸出などの関越データも合わせて収集 ･整Z!Bした0

E/F､まずベ トナムの産米分類の変過を述べておいた上､マクロ経済fElt=億の計算 ･推

引の方法と結果を紹介するOその次に､いくつかの関連統計諸表に解説を加え､巌後に岩

ニトのコメントを山してみたい｡

U 産業分類方法の推移

ベ トナムの産業分類表は､1963年､1974年､1982年と1993年の4回

にわたって改正されてきた0

第3回改正 (1982年)の産業分類表によると､国民鯉拓は次のような2部門､Aと

Bに分類される｡

A一物質生産部門

1-工業

2-建設叢

3一段第
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4-林業

5-交通 ･運輸

6-郵政 ･情報通信

7-原料と肺入物を供給する商業

8-その他の物質生産部門

B一非物質生産部門

9-住居 ･公共事業 ･生活､観光サービス

10-科学

11-教育 ･養成

13-医療 ･祉会保障 ･スポーツ

14-財政 .金融 .国民保険

151国家行政管理

16-その他の非物質姓FE･部門

1993年末まで適用さjlたこの産業分類表はマルクス鮭折学の経折観に従って､旧ソ

連なとのコメコン諸国の産業分類表に一致するものであったCベ トナムの本格的市場経済

システム-の転換に伴って､政府は1993年10月27EFの政府決定 (75-CP)に

より新分類表を発表した｡この分類表は1994年1月-1日より適用され､国民経済を次

のような20部門に分類している0

1-農業 ･林業 (A)

2-水産業 (B)

3-鉱山開発 (C)

4-製造業 (D)

51電責い ガス ･水のtL三速､供給 (E)

6-建設業 (ド)

7-商業 ･自動車､バイクの修理 ･個人､家庭用具の修理 (G)

8-ホテル ･レストラン(ll)

9-運輸 ･ドック･情報通信 (I)

10-財政 ･金融 (J)

11-科学 ･技縮活動 (Iく)

12-資産売買 ･コンサルタントサービスに関する活動 (L)

131国家行政管理 ,国防 ･安全保障 .社会保障 (M)

ト1-教育 ･養成 (N)
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151医練 ･社会救済活動 (0)

16一文化 ･スポーツ活動 (P)

17一見 ･組合 ･団体活動 (Q)

18一個人､公共サービス活動 (rr)

19-家政婦などの家計内雇用活動 (U)

20･国際組織 ･Br体活動 (V)

新しい産業分類表の発表を受けて､統計総局は､国際産米分類 (IS1C)に準じて

上記の20部門をレベル lにし､アルフ7ベット記号 (A.R.C,D.)に表示し直した

上､次の11､lu､Ⅳレベルまで詳細に再分類したO

レベル11 59小部門:2桁記号 (01-99)

レベル111159分野 :3桁記号 (011-990)

レベルⅣ 299産業 :4桁記号 (0111-9900)

この新分類表から趣済活動か大きく3つに分けられる (3大部門)O

-良美 ･林業 ･水産業 (第1次産業)

-鉱工業 ･建設 ･能力 .ガス･水道 (弟2次産業)

-サービス ･行政事業 (第3次産業)

lJL マクロ経済指標の引算 .推割

上述したように､1992年以前､ベトナムはMPS方式に基づき､国民経済の総合指

標を引舞したO国民収入や社会総LJi産はその方式で引算された代表的な経済指標であるu

1LJ92年に統計総局は国連開発計画 (UNDP)の助成プロジェクトで､89年および

9O年のGDP関連データを推計 A計算し､発表した｡そして92年12月25日付けの

首相決定83/ 'lvllgによりベ トナムは93年以降国連の基準に従って､91年以降の国民

潅済計算システム (SNA)を実施し､GDP､GNP､貯蓄､最終消費､中間支LLUなと

を算出し､発表してきている｡

要するに本稿かカバーする肋間1976-1995年のうち､198911995年は

統計総局が整備 L発表したもので､197611988年は本UF光か推計したものであるO

ただし､89-95年lyJ間についても統計糸局の発表デ-夕に若干の修正 ･改善を加えた

ので本稿の系列データは統計総局が発表してきたもの(資料文献リス トのA項目やD項目

の資料)と若干異なるところもある｡



1 MPS方式の諸指標の定義

SN̂ 指標の推引に当たって MPS指標を使用しなければならないか､その定弟をrn柿

にしておかなければならないし､追加データも必要である｡まず MPS方式に含まれるデ

ータリストと､必要に応じてその簡単な定義を記しておこう｡なお､MPSベースの指標

は当午 (経常)価格で表示されたもののほか､1976-80年の期間に1970年価格､

1981-86年の期間に1982年及び1989年価格の実質値もあるo

I MPS国民収入 :物的生産部門のみの付加価値であるか､減価償却が含まれないも

のC但し､この部門によるサービス各種の消光 (銀行の利子など)を含む｡

- 社会総生産 :減価償却と中間消費とも含む､物的生産部門のみのLJi座高

- 固定資産の減価償却

一 物的生産の一般消費あるいは消貨基金 (物的生産部門のみの消費)

一 投資基金 (物的生産部門のみの純投資)

- 財貨の輸出入

MPS方式に出ていない追加統計は次の通りであるO

*サ-ビス部門の生産高､q咽 消費 (サービス部門の付加価値を推計するため)｡こ

れについては教育､科学技締､行政事業などは国家予算の統計､銀行活動は銀行統

計､商業活動は商業統計データそれぞれか利用される.住民の個人住居サービス活

動については､1985年以降は調査資料かあるか､84年以前はこの分野に関す

る資料がない為､1989年の実続を参考にして年間平均の人口の上昇率に基づい

て概斉しなければならない｡サービス部門の各種分野の原資料はNier･GiflmでI10ng

l(C'(統計年鑑)などにある｡

2.推引方法 :

国民経済勘定システム (SNA)に関する指標について､:3部門に分けらjlたGT)P､

政府及び家言帽 終消費支批 投資､商品･サービス輸出入は､当年価格と固定価格で計算

されるD 固定耶各で推計される各指標の実質値は1989年価格をベースにし､GDl〕･

最終消費､投資.削山人なとの価格指数で当咋価格の実績を1989年価格に換算して推

計するのであるQ

(1)当年価格ベース

GDPは､国民所得の3両等価の原則で:lつの推計方法を用いて結果を相互チェックす

ることが望ましいが､資料の制約かあるため､生産面と支tli両で推計されるo

(a)生産面の推計

国内総生産 (Gnp)については物的生産部門のGDP (Yl)とそれに含まれていな

い他のサーヒス活動のGDP (Y2)をそれぞれ推計した上､合引する｡上述した産業
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分類表に示されているように､物的生産部門は1次産業と2次産業%中心になっているが､

両案 (卸売り) ･迎輪 .郵政といった一部のサービスも含む｡

*物的生産部門のGDP (Y1)

物的生産部門のGDP (Yl)については､MPS部門別国民収入データ (各年の ｢流

刑年鑑｣に発表されたもの)に､固定資産の減価償却を加算し､物的生産部門によるサ-

ビス各越の消資 (上述)を引かなければIj:らないo

Y1-MPS国民収入+減価聯 :E)-物的生産部門によるサ-ビス各樺の消費

*他のサービス活動､つまり国家行政管BJ!､科学研究､文化､医療､教乱 ス
ポーツ､銀行などのGDP (Y2)の推計方法 :

Y2-サービス各部門の生産額-そのrF,間消費

-各種サービス活動の付加価値

サービス各部門の生産額とその中間消費の範凶､内容と計算方法は､統計糸局の決定(9

4年3月24日付けの31/TCTK号)に基づいて刊行されたpI-し101-gPhaptulhCD

P (GDPの推計方法)で詳細に紹介されているD

最終的に

GDP (Y) - Yl + Y2

GDP - 国民収入 十 固定資産償却+ 各種サービス活動の付加価値

(b)液絡支出面の推計

GDP - 最終消費支出+投資一個 品 ･サービス輪Lu-商品 ･サービス輸入

(Y-C+ l +Ⅹ-M)
CとIとも家剤と政府のものを含むO

*SNAベースの最終消費 (C)はMPSの消資基金 (Cl)とサ-ビス各部門

の最終消柴 (C2)との合計になるDサービス各樺の最終消費支出は国家行政

管臥 科学研究､文化､医臥 教育､スポーツ､個人住宅､公共サーE:スなど

を含むれ その資料はGDP推剤の際に得られた各種サービス部門の生産鶴デ

ータであるDまた､C2は国家行政管理 .保安 ･国防関連サービスとしての最

終消費 (C2a)とその他のサービス各部門の最終消費 (C2b)とに分けら

9



れる｡前者 (C2a)は国家予界の資料をそのまま任用できるが､徒者 (C2

h)は追加調査を行わなければならないからである｡それぞれの引許方法は次

の通りであるOなお､ー後者の生産価値は調査関係｣二､rJ]間消費を含めているの

でその中間消費も調査して､これを生塵肺借から引いて倒加価値額を出す必要

がある｡

C2a - 国家行政管理 ･保安 ･国防関連サ-ビスの予弊

C2b - その他のサ-ビス各部門の生産価値 -その他サービス各部門の中間消挫

結局

C (SNA) - C1(MPS) +C2a+C2b

*MPSの投資基金はSNAの純投資と同じで､それに減価償却を加えたものは

粗投資になる｡

投資 (SNAの】)- 投資基金 (MPS) + 固定資産の減価償却

純投資 - 投資 一 固定資産倣却 - 投資基金 (Mrs)

*商品･サ-ビスの輪LL!人 (経常収支)

1976-1988年のベトナムの輸出入は商品輸山人か主要で､サービス輸山人はわ

ずかであった｡なぜなら､サービス貿易のほとんどは梅外からの迎輸､郵政サービスの輸

入であったが､これらは主に商品輸入のCIF仰牌の中に含まれているからである8その

他のサービスの輸出入は､かなり少ないと思わjlるし､統言1脚こ把握できないOこのため､

サービスの輸出がその輸入に等しいと仮定されるOつまり､サ-ビスX-サービスM-0

とするOつまり､

経常収支 (SNA) - 経常収支 (Mrs)- 貿易収支

(2)固定価格ベース

1989年をベースにした固定価格による計算方法は普通次の通りである｡

生産額 (当制 作格) 中間消費 (当年価格)

(;DP (基準年) -

生産価格指数 物資とサービスの価格指数

(産業部門別のGDPを引算した上､それらを総合して経済全体のGDPをulす)0
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しかし､1976-88年は資料に制約かあり､とくに､生産とサ-ビスの価格指数､物
資の価格指数はそうであるDまた､1976-80年の国民収入の実質値は70年価格で､
1981-86年のそれは82年価格と89年価格である｡そこで､次のような計算方法を
する｡

a/農業､林業､工業､建設､商業､避輸､郵政の各部門の美質GDPについて固定
価格で計られた産業別国民収入 (MPS)の増加率を計算して､その結果で1989年の各
部門のGDPを割って1989年価格の部門別GDPの時系列を作るのであるCつまり､M
PS産業別国民収入の増加率とSNA産業別GDPの増加率かほぼ同じという前提かあるわ
けである｡

例 :

1989年のGDP(1989年価格)
1988年のGDP -

(1989年価格) MPS国民収入の89/88年成長率

b/各種サービス部門の実質GDPについて

ある年の サービスのGDP(その年の価格)
サービスのGDP -

(1989年価格) 市場価格指数 (89年ベース)

(2)最終消費支出 (1989年価格)について
1976-88年のベトナム経済状況ではGDPはすべて最終消資支出に当てられたから､
1989年価格で最終消費支出を計算するためにGDPデフレーターを用いたo

GDP(当年価格)
GDPデフレーター -

GDP(1989年価格)

Ftl



Ⅳ.引数蓑の解釈

】 人口 (表 1 2)

人rjデータは年間の平均人口でその言慨 は次の通りであるD

平均人口- (年頭人口十年末人口)÷2

年頭人口と咋末人口は人｡調査 (北部は1974年､南部は1976咋､全国は197

9及び1989年)､出入国資料と戸籍資料によって批計された0

2 就業労働者 (衷3)

国民桂浜に労働参加している全ir.会人で就労制 令者 (男子16-60歳､女子16-55

歳)だけでなく､実際に労働に参加している55歳以上 (女性)あるいは60歳以上 (男性)

の人､また16歳未満の人も含まれいるOただし､資料の制約で1976-1984年のデ

ータは就労咋齢者のろである｡

3.工業生産額の構成 (表4)

固定TrTW各ベースであるD経瑞価格の資料はない0

4.輸出入総金額 (表6)

ベトナムは1991年まで旧コメコン諸国との貿易はルーブル､それ以外の地域との貿易

はドルで決済されたO従来の貿易デ-夕はその2つの単純合引としてUl.されて､単位もルー

ブル ･ドルという異様なものであった｡糞6ではそのようなデータも表示されているが､同

時にドル決済の貿易データも山されているO92年以降､すべての地域との貿易はドル決済

になった0

5.商品とサービスの価格指数

これは､統計総局力旬 月3回､一定の商品リストに従って､各省､都市の数百の市場にお

ける商品､サ-ビスの小売TITG格を調査した結果を元にまとめたものである0

6.為替レート

1989年3月以前のベトナムの通貨ドンと米ドルの公定レート(国営外鵜銀行である

vletC｡mbflnkが定めたレート)はほぼ固定され､ドンとルーブル (旧ソ連)との関係によっ

て規定されてきたOまたこのレートは国内諸取り引巷の内部決昇のため便宜上定められたも

のに過ぎなかった｡ i989年3月からそのような内部決算用為替レートが廃止されたOそ

の代わりに為替レートが外貨の需給関係､国際収支勘定 (貿易収支､借入､債務を含む)な

どを反映するように設定されるようになったoこのため､1990年以降､公定レ-卜と市

場レートとの差は無視できるほと小さくなった.
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V.若二Fの追加コメント

本研究は､これで1976年以降の長肋経済統計の主要指機の整備かできたのであるD

ベトナムに関するSNAベースのこのような長jtfJ統計が整備できたのか初めてであるD資料

の制約があるため､いくつかの重要な前提条件が1;Jいた推計ではあるか､現段階において利

JfJ可純な資料か最大限利用されたと思われる｡

ところで､推引結果を吟味するために､実質GDP (表 11)と人口 (麦1)のデータ

を利用し､いくつかの発展指標を出してみよう (本文表 1)｡この糞から次のようなことか

言える｡第1に､1976-80年の期間にベトナム経済が停滞し､GDP成長率が人口上

昇率を大きく下回った.重化学工業化戦略の破綻､農業の集団化政策の強化､不利な国際情

勢などが原因で あった｡第2に､ ドイモイ時代に入って (1980年代の半ば)からの鐘

紡か好転し､特に1990-95年の期間に8%台の成長か実現できた｡第3に人口の増加

率が各jyL間を通じて高い水準にあったのであるOこれらの点は､これまでのMPSベースの

データや各種の断片的な情報が示したベトナム経済のパーフォマンスとほほ一致している｡

本文表1: ベトナムの長期発展指標 :1976-1995

来賓GDP 人口 -人当たり(iDP 一人当たりGDP

(10億 ドン) (1000人) (1000ドン) (米 トル)

1976 17.161 49.160 349 886

1980 17.502 53.722 326 828

1985 2zl,350 59 872 407 1O3 4

1989 28 093 64 774 434 1I0 2

1990 29.526 66.233 446 113 0

199L1 39,982 72,5O9 551 140 0

1995 43.759 73.959 592 150 0

年平均上昇率

1995/76 51

1995/85 60

1995/90 82

1985/76 4.0

1985/80 68

198O/76 05

22 28

21 3 8

22 58

22 17

22 45

22 -17

LLJ.所 :表l及び表llo米 ドル換舞のための為替レ-卜は統引総局の資料O

江.米ドル換井の際､1989年の4F一平均為替レート(月いレートと売りレートの年平均)

を位lfJした (1ドル3､938ドンであった)0
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表 1 人口の推移

出所)統計年鑑 1989-1995年｡
江) 都市と鹿村人口は軍隊を含まない､よって都市人口十農村人口≠総人口O
都市人口は都市と認められる行政区住民のみを計算O
行政区の増減がある為､都市人口の増減は突際と若干異なるD
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表 2 人口の自然増加率
(‰)

Lli所)1975､1977､1979年 .統引年鑑1980年
1976､1980-198Jl年 統計年解1986年
1978年 :医療銃創年鑑
1985-1995年 .人口統引局調査資料
(ただし､1989年は1989年の人口の総調査資料)
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表 3 就業労働者

出所)
百三) 1

(iti位 ･1000人)

統計年鑑､ベトナムの経済と財政1986-1990年｡
1995年は1994年に基づくO
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衰 4 業種別工業生産額の構成

TJi所) )976咋 ･統引咋鑑1981咋 (1970Jr=価格)､1985ifiLu駄
1980､1985咋 統舌仲 梶1985irl(1982年価格)､198仰 山版0
1990年 ･統言fiF一銭1990(1989年価格)､199Z年UrzJ臥
]9954r= 二L柴統計局の10咋聞く1985-1995年)のデータ (198gir=(.n格)a
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衰 6 輸出入総金額

咋次~ 輪 Jl ■輸 入絵額 うち(川0一ドル 総統 うち米 ドル(lOO万ル-7ール.ドル) 万ドル) (100万ルーフナル.ドル) (100TJ'ドル)

川丁1 l′12223 ･51 900 2571976 刑ー 1,024 小17
)977 323 101 I.218 7日
川78 827 別ー 1.303 785
】979 321 柿 1,536 728
19別1 339 HJ 1,311 559

川引 1tH 一郎 】,382 ､43′Ⅰ
1叩: 527 川il 1,472 384
]983 617 23′1 1.527 386
】98′t 6洲 n2 1.7Jl5 512
1叩う LMLl 273 1,857 JI19

l叩¢ 789 350 2.155 509
川87 85Ll 366 2.455 523
J叩f: 1,038 ′小18 2.757 削†l
州印 1,9llG I.】38 2.566 879
199日 2.LtO,I I,352 2,752 1,373

川flj 2.087 2,010 2,338 2.049
l叩ご 2,581 2.552 2,541 2.5′10
l叩3 2.985 2.952 3:92Ll 3,924
】99′l ･1.05.I 4.054 5,826 5,826

lJ',釈) 統引咋鑑1985､】995咋O
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表 7a 主要商品の輸入

年次 セメント 柿 砂糖 - 金程 綿花
(-1000 ㌧ ) (lo刀 m) (1000㌧) (lOuOト,) (川00㌧)

ftJ76 126 rJ98 115.6 633 LJO.2
1977 275 140 81.L1 1.095 36.6
川TS 210 192 StLu 1.395 35.6

】979 5157 528 95.0 I.576 ･15.9川さい 557 Ll().9 888 ･11.7

川th 2934 207 108.3 513 ･E2.8川8ご 2LIO 33.1 3川 53.4
川81 日 231 JO8.7 89 ･12..9

1984 277 329 70.2 358 ll.51985 298 70.0 Ll22 52.6

1州6 1′17 271 55.6 528 5.i.0
1987 2̀柑 39̀1 60.5 L167 6Ll.9

1988 州ごLiL) 742 22.0 一165 6=l.0川fW 402 66.5 川J 5J.5
ー9tJO 221 307 23.8 トー1 58.8

川やl 743 ごmt 15.9 川丁 32.5川0: 281 日.3 252 51
川的 134 281 LIL1.3 251 16.▲1
199′1 572 541 12′1.̀1 ご紳 19,9
1995 i.285 720 川6.0 25L1 i.臥い

江) 1990咋からの食糧は小麦粉O
出所) 妖言riF-濫1980､1()82､1984､1985咋O
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表 7b 主要商品の輸入 (読)

咋次 運搬jlに両 鉄鋼 ガソリン 窒素肥料

(令) (lDDDトン) (100Dトン) (1000㌧)

川丁子1976 3.200 nf: 乙D5,1 】,032
川了丁 2,900 州0 1.871 1,0.q8
】978 】.500 311 I.848 614
lT17リ 3,SOD 262 1.855 十日J
1叩い 2,339 捕: 1,626 ･日2

l輔† 3,318 川l 1,609 7/】6
け閑 1,r)25 271 1.569 1.097
l983 2,625 275 1.670 1.59?,
Ⅰ98′】 .2,396 282 I,87′1 I,JI!16
1985 ･I,27】 283 1.899 1.467

t9恥 ･t,50′1 350 2,028 2.OGTb
川ST ･1,2′11 43′Ⅰ 2,419 1,567
川やS 3.668 ･川5 2.,lらl 2,3′t5
1989 3.617 379 2.262 I,840
l990 3,､726 32′1 2.861 2,n85

川口l 808 1日 2,572 2,663
1叩丁 ∵引 3′13 3.142 2,420
J叩iI 956 686 4.o匂l 3,018

】99′t川T 8,′113 7541,100 A,531 1,13′1

江) 1990年からの食掛ま小麦粉｡
出所) 統引年鑑1980､1982､198Jl､】985年Q
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表13 商品とサービスの小売価格

咋 前年-100 1985-1柏品とサービスの 繭品の 食料品の 繭品とサービスの … 商品の 食料品の
小売価格 小売価格 小完価格 小売価格 小売価格

liT76川7719781979川詫小川til 87′1. 121.118.110.119.′125.2169.6 128.5126.1109.9126.▲1133.8152.0 8. 0.0 0.日

0.0.0.05
tLOtl

什O:0十OtJ
川82 195.̀ 182.1 0.15 0.16
川tu 149.5 l55.l 0.35 0.32
198Jl 164.9 165.0 0.5■ 0.52
】いSこ) 192.0 191..0 J.O 1.u

川卓G 87,1.7 595.7 8二7 5.9
1987 323. 323. 331.2 28. 28.3 19.7
1tJSS L193.5 J193. 小15.6 139.5 139.6 87.9
川8日 13̀1. 134.5 127.5 187. 187.8 HZ.I

川90 167. 167.1 177.2 313. 313.8 198.6

199ー 167.5 171.8 172.4 525. 539.1 3こ12..1
1992 117.5 113.9 106.4 617. 6日.0 36;I.4
川93 105. 103.1 107.6 650十 633.1 392.0
199Ll 114. 114.9 123.6 743. 727.▲1 48J,5

tLJ.所) 各銃刑年鑑｡
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表14 為替レートの推移
(done/tlSD)

ベトコムバンク 自由叩場

共通 買 義 買 完

J977/72/10]978/】2/Il980/10/71981′】0/】 ll,000日,20010,700′ュo.88210.817 2.652.′l52.192.182.259.00 222991068472121280934(1月2日) 36(1月2日)

1982/日/5 9.7ユ 削72(5月4日) 75(5月,Ira)
】983′8′'川 9.95 05102(5月1日) 105(5月川 )

1981/]0/】1985/】2ノ2 日.89J,I.00 Ill0125 165 167･】65
】986/川′30 8D.DO 】580ru50 ･ulu540 546
1987/4 80.00 8050 696 Tt川
】987/5 360.00 36025 756 7仙
】987/tZ′】 368.00 3綿20 1,120 1,150
1988′】0 368.00 二川8204,050(8月) 41m(9月)

2,800 3,000 4,3ー6 ･1,350
J1,095 ･1,柑5 A,400 ･J,45D

1990′12/】8 6,800 6.890 6,980 7,220

.lri所) 1991咋以前 :NBOVanPhuong,Nghethuatkinhdoanh,199】恥
1992年以降 ･べトコムバンクの年平均為替レートo

f_i) 為替レートに関するベトナムの基本政策がよく変更し､とくに､1987年からの
政策変更は次の通り｡
290-CT決議 (198梓川月1柑 )による､ベトナムドン､ルーブルとドル間の
内部決算用為替レートの言朗‰ L13-CT決議 (1989年3月3日)による､
内部決算ルートの破棄o
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表18純投資の推移

当年価格(100万 ドン) 1982年価格金鴛日(10億ドン) 増加率 (%) 1985-100

川76 305 1,369 8.8 53.71977 340 1,490 58.5
川78 317 -1,481 -0.7 58.1
1979 3lO 1,481 -4.3 55.6
1980. 307 1,253 -ll.6 49.2

川Sl 527 998 -20.4 39.2
1982 1,110 1,089 9.1 42.7
川83 1,577 1,194 9.6 46.9
1984 2,928 1,539 28.9 60.4
l粥5 10,300 2,548 55.6 100

1986 (10億 ドン)36 2,230 -12.5 87.5
1987 147 2,327 4.3 91.3
1988 1,286 2,014 -13.5 79
tO即 1,343 1,643 -18.4 64.5
l叩O 3,047 2,358 43.5 92.5

l991 5,753 2,103 -10.8 82.5
川9ヱ 6,096 3,535 68.I 138.7
1993 22,926 6,022 70.4 236,3
川TH 27,122 6,457 7.2 253.4

36



(C)資料･文献リスト

A-TulieuConghop (総合資料)
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